
複数名での担当制を敷き、事業者に寄り添った支援の実施
認定支援機関による支援事例紹介

• 1人で支援を行うと、評価が偏る可能性があるため、2人
以上の複数名体制で一つの案件を担当

• 一つの案件において、4,5回の打ち合わせを1,2週間の頻
度で実施し、2か月程度で計画書を策定

• 事業は事業者自身で行うものであることから、計画書は事
業者自身に作成させ、担当者がレビューを実施。計画の
実現性を重視し、事業の背景から内容、実現に向けたプ
ロセスをしっかりと練り上げた上で、現実的な数値目標を設
定することで、説得力のある計画書作成を支援

事業成功への
提言を行う
伴走型の
関係構築

• ものづくり補助金等の長年の支援実績等も含め、県内の
事業者は弊構に相談して下さる傾向にあるため、申請数
や採択率に繋がっている

• 技術的な課題については、隣接する公設試験場と連携し
て解決策を提案している

• よろず支援拠点も運営しており、事業者の状況に応じて、
相互に連携しながら事業者支援を行っている

当該地域における
連携支援

機関概要 支援内容と支援の特徴
機関名：公益財団法人

石川県産業創出支援機構

所在地: 石川県金沢市

URL：https://www.isico.or.jp/

採択件数：116件
※第1～6回公募の合計
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